
2022年Ძ月 ႆᘍ 三ᓛ京ᣃ၏ᨈ

「᭗度であたたかい医ၲを提供する၏ᨈ」がᅶたち三ᓛ京ᣃ၏ᨈの基本ྸ

念であり、具体ႎなႸ標でもあります。ྸ念にう「᭗度な医ၲ」にどの

くらいᡈづけたかをᅶたちᐯ៲がჷり、そして当ᨈをご利ဇになるみなさ

まにおჷらせすることが大切とᎋえます。そこで『ᐮ床ᚸ価指標』を

2007年分より公ᘙしてまいりました。

今回で14回Ⴘの公ᘙとなりますが、みなさまの忌憚のないご意ᙸ・ご助ᚕ

をいただき、さらに充実したものとなるよう努めてまいります 。

三ᓛ京ᣃ၏ᨈ ᐮ床ᚸ価指標 2021
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当ᨈの2020年度の၏床利ဇྙは64.1Ჟでした。新
型コロナウイルス感染ၐの්ᘍ拡大に伴い、上期は
入ᨈ控えの傾向、下期はコロナ၏棟のᚨፗの影᪪が
大きく出ました。

当ᨈの2020年度の平均在ᨈ日数は8.4日と10日未
のཞඞをዜ持しました。ᢘ切な医ၲを効ྙႎに提
供していることを反映したものとᎋえられます。

ᡚᨈ後30日以内に予定外の再入ᨈをした患ᎍの占
める割合です。もともとの၏ཞが不安定なものでᡚ
ᨈ後すぐに再入ᨈが必ᙲになったり、新たな၌患が
ႆၐするなどして予想外の再入ᨈが必ᙲになる場合
もありますが、ᡚᨈ時のᚸ価がᢘ切であったのかど
うかをᅆす指標になります。全国ႎに在ᨈ日数Ტ入
ᨈ期᧓Უがჺくなるなかで、ᢘ切な入ᨈၲがなさ
れたかどうかのᚸ価はᙲです。

၏床利ဇྙ

平均在ᨈ日数

30日以内の予定外再入ᨈྙ

11.7日
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64.1%
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82.1%
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分子Ჴのべ入ᨈ患ᎍ数Ტ᩺態Უ

分母Ჴ当ᨈ၏床数×365日

分子Ჴのべ入ᨈ患ᎍ数Ტ᩺態Უ

分母ᲴᲢ新入ᨈ患ᎍ数+新ᡚᨈ患ᎍ数Უ÷2

参考値䠖厚生労働省䠊令和元年度DPC導入䛾影㡪ホ価䛻係䜛ㄪ査
䛂㏥㝔患者ㄪ査䛃䛾結果報告䛻䛴䛔䛶

参考値䠖厚生労働省䠊令和元年度DPC導入䛾影㡪ホ価䛻係䜛ㄪ査
䛂㏥㝔患者ㄪ査䛃䛾結果報告䛻䛴䛔䛶
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2.2%
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参考値䠖日本病㝔会䠊2020年度QI䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄QI推㐍事業䠅結果報告 分子Ჴ前回のᡚᨈ日が30日以内のዬ急医ၲ入ᨈ患ᎍ数

分母Ჴᡚᨈ患ᎍ数
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当ᨈに入ᨈした患ᎍさんのなかで死亡ᡚᨈの件数の
占める割合です。それぞれの医ၲ施ᚨによって扱う
၌患のၐ度・ዬ急性や患ᎍプロフィールがီなる
ため、死亡ᡚᨈ患ᎍྙをもって၏ᨈ᧓の医ၲのឋを
ൔ᠋することはできませんが、より低い値が望まし
い指標としてኺ時ႎ推ᆆをモニターし、当ᨈのၲ
ᢅᆉがᢘ切であったかどうかをチェックする指標の
一つとしています。

在宅復帰ྙとは、ᡚᨈした患ᎍさんのうち、他の၏
ᨈに᠃ᨈすることなくᐯ宅などへ帰られた割合です。
入ᨈでのၲが一段ᓳし、ᐯ宅へ帰られることをႸ
指すうえでの大切な指標です。
患ᎍさんの၏態によっては、より៲体機Ꮱを安定さ
せてからᐯ宅へ帰っていただくために、他の၏ᨈへ
᠃ᨈしていただくこともありますが、ᡚᨈされる患
ᎍさんが円๖に在宅復帰できるよう入ᨈ時より支援
の充実に努めています。

ဒ像ᚮ断、ᐮ床検査のᡶ歩により、ᚮ断のため剖検
が必ᙲになることは少なくなっています。しかし、
剖検によりᚮၲのプロセスを再ᎋし、全員で᚛ᛯす
ることは、次のᚮၲにつながる大切なჷᙸを与えて
くれるものです。ごᢡ族の意向を尊し、ᢘ切な剖
検が実施できるように努めています。

剖検ྙ

在宅復帰・၏床機Ꮱᡲ携ྙᲢ急性期一ᑍ入ᨈ料1Უ

死亡ᡚᨈ患ᎍྙ

分子Ჴ死亡ᡚᨈ患ᎍ数Ტዼ和ケア、救急外来をᨊくᲣ

分母Ჴ年᧓ᡚᨈ患ᎍ数Ტዼ和ケアをᨊくᲣ

分子Ჴ剖検数(剖検は他ᨈで施ᘍᲣ

分母Ჴ死亡ᡚᨈ患ᎍ数

3.8%
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1.5%
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参考値䠖日本病㝔会䠊2020年度QI䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄QI推㐍事業䠅結果報告
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参考値䠖日本内科学会䠊2020年度日本内科学会ㄆ定医制度教育

㛵㐃病㝔年報 教育㛵㐃病㝔742施タ

93.4%

98.2%

97.9%

98.0%
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参考値䠖厚生労働省䠊 令和2年度入㝔医療等䛻䛚䛡䜛実態ㄪ査
䠄施タ票䠖2020年8月䡚10月䛾3䞃月㛫䛾在宅復帰率䜢ィ上䠅

分子Ჴᐯ宅、居住ኒ介ᜱ施ᚨሁᲢ介ᜱ医ၲ医ᨈを含むᲣ、介ᜱᎊ人保健

施ᚨ、他ᨈの地域包括ケア၏棟・၏室、他ᨈのၲ၏棟

他ᨈの回復期リハビリテーション၏棟へ

ᡚᨈした患ᎍ数Ტᨈ内᠃棟患ᎍ、死亡ᡚᨈ、再入ᨈ患ᎍはᨊくᲣ

分母Ჴᡚᨈした患ᎍ数Ტᨈ内᠃棟患ᎍ、死亡ᡚᨈ、再入ᨈ患ᎍはᨊくᲣ
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帝ྛ切の割合は各施ᚨで対応する妊婦のၐ度に
影᪪されますので、本データはあくまでも参ᎋデー
タとᎋえられます。
当ᨈでは双Ꮢ妊娠、不妊ၲ後妊娠の増加、᭗ᱫに
伴う合併ၐの増加により帝ྛ切ྙは᭗ྙとなって
います。

医ၲ施ᚨのཎ殊性や地域の境に差があるため、一
概にൔべることはできません。
当ᨈは地域周င期母子医ၲセンターでありNICUを
併ᚨしていることもあり、ハイリスクな分娩にも対
応しております。
妊婦の᭗ᱫ化や合併ၐをもった妊婦、また双Ꮢ妊娠
の割合がᡈ年᭗くなっており、帝ྛ切ྙは上昇傾
向にあります。

当ᨈでは、前回帝ྛ切後のኺᏺ分娩を受け入れて
います。希望ᎍ全員が実施できるわけではありませ
んが、なるべく希望にඝった分娩ができればとᎋえ
ています。

帝ྛ切ྙ

初င婦の帝ྛ切ྙ

VBACᲢ既往帝ྛ切後のኺᏺ分娩Უ件数

分子Ჴ帝ྛ切数

分母Ჴ分娩件数*1 ᲤᲫᲣ出ငᲢ出ဃおよび死ငᲣをした母の数

分子Ჴ帝ྛ切数

分母Ჴ初င婦数

27.0%

27.4%

23.2%

26.3%

26.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

22.8%

23.2%

20.4%

22.0%

26.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度
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19
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2017年度

2016年度

単位䠖件数
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5年᧓で2,817人の出ဃがありましたが、低出ဃ体
児はถ少傾向です。
2020年度は新型コロナウイルス感染ၐのため出ဃ
数ᐯ体がถ少していますが、ᐯ宅安᩺のためか低出
ဃ体児のྙはถ少しました。

1,000g未のឬ低出ဃ体児は当ᨈでは入ᨈሥྸ
できません。1,000g᳸2,500g未で出ဃされた
方は死亡0でした。

分娩に᧙ᡲしたၐ児がႆဃすることがあり、常時
NICUで対応しています。
新ဃ児ᕽဃᜒ፼会を定期ႎに催し、全スタッフが
対応できるように技ᘐのレベル向上を心がけていま
す。正期င児では5年᧓で3例のၐ仮死児がႆဃ
しました。

新ဃ児のうち、出ဃ体が1,500᳡未あるいは2,500᳡未の割合

低出ဃ体児(Ძ,000g᳸2,500᳡未Უの死亡ྙ

分娩5分後のアプガースコアが3以下の割合

2,500g未

分子Ჴ出ဃ体が2,500g未のင児数

分母Ჴ新ဃ児数Ტ死ငをᨊくᲣ

1,500᳡未

分子Ჴ出ဃ体が1,500g未のင児数

分母Ჴ新ဃ児数Ტ死ငをᨊくᲣ

分子Ჴ死亡数

分母Ჴ低出ဃ体児数

早င児

分子Ჴ分娩5分後のアプガースコアが3以下の出ဃ児数

分母Ჴ当ᨈ出ဃ児数Ჴ早င児Ტ死ငᨊくᲣ

正期င児

分子Ჴ分娩5分後のアプガースコアが3以下の出ဃ児数

分母Ჴ当ᨈ出ဃ児数Ჴ正期င児Ტ死ငᨊくᲣ

0.5%

0.8%

0.5%

1.3%

0.7%

11.9%

12.4%

14.1%

19.5%

14.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度
2,500䡃未満

1,500䡃未満

86/604

107/548

87/617

4/604

7/548

3/617

76/611

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0% 5.0%

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度 0/86

0/116

0/87

0/81

0/54

52/437

2/437

5/611

0.23%

0.19%

0.18%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0% 1% 2% 3% 4% 5%

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度 0/65

0/66

0/52

0/56

0/37

0/580

0/481

1/564

1/540

1/437

早産児

正期産児
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2020年度はᏍ໒の入ᨈがありませんでしたが、小
児Ꮝ໒の平均在ᨈ日数は例年参ᎋ値と同ሁか、やや
少なめで推ᆆしています。ᢘ切な抗ᓏᕤのᢠ択およ
び投与期᧓のᚨ定を心がけ、最低ᨂの日数での入ᨈ
加ၲをめざしたいと思います。

၏ཞ出ྵから24時᧓以内に来ᨈされて入ᨈとなっ
たST上昇型の急性心ሂ梗塞の患ᎍさんに対しては、
ᡆᡮに心ᐥカテーテル検査をᘍい、ᝧ任၏変に対す
るᘉᘍ再建をᘍうことがᙲです。当ᨈでは心ᐥ内
ᅹ医または心ᐥᘉሥ外ᅹ医が必ず当Ⴚしており、IC
UにおいてもჃᜱ師、ᐮ床工学技士が対応できる体
制を整えることにより、到ბ後90分以内に最初の
バルーン拡張をᘍう割合は、ここ数年は90Ჟ前後
をዜ持してきました。しかし、2020年度は新型コ
ロナウイルス感染ၐの影᪪を大きく受けました。ൔ
᠋ႎཞ態の安定している心ሂ梗塞の患ᎍさんに対し
ては、ᏟᢿのCT撮影や、場合によっては抗原・PC
R検査をᘍって新型コロナウイルス感染ၐのリスク
をᚸ価してからカテーテル室に搬入することが多く、
それらの検査ኽ果を待つ時᧓のために90分᳸110
分ᆉ度かかるၐ例が多くみられました。そのような
中でも、極力ᡆᡮに検査・ၲがᘍえる体制はዜ持
したいと思います。
　

小児Ꮝ໒患ᎍの平均在ᨈ日数

急性心ሂ梗塞の患ᎍで၏ᨈ到ბからPCIまでの所ᙲ時᧓が90分以内の患ᎍの割合

分子Ჴ分母対ᝋ例のうち、救急室到ბ後90分以内にカテーテルၲを

始した患ᎍ数

分母Ჴ急性心ሂ梗塞で、ႆၐ24時᧓以内に入ᨈ、ዬ急PCIを施ᘍした

患ᎍዮ数

5.85日

0.00日

5.62日

4.33日

5.44日

0日 3日 6日 9日 12日 15日

参考値

2020年度

2019年度

2018年度
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参考値䠖DPC䝁䞊䝗䠖0400801199x00x 肺炎等䠄1歳以上15歳未満䠅
手術䛺䛧 手術䞉処置等2䛺䛧 定義副傷病䛺䛧

デ療報㓘ㄪ査専㛛組織䞉DPCホ価分科会䠊 令和2年度
デ断群分㢮毎平均在㝔日数䠄案䠅
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待機ႎなPTCAにおける死亡ྙは、昨今きわめて低
くなっており、標แの施ᚨでは1%以下です。
幸い2020年度も待機ႎなPTCAをᘍったၐ例で入
ᨈ中に死亡した方はおられませんでした。

急性心ሂ梗塞の死亡ྙは、ᡆᡮなᚮ断やၲを反映
し、急性期医ၲのឋをᚸ価する上でᙲです。
2020年度の急性心ሂ梗塞患ᎍᲢST上昇型、᩼上昇
型の合ᚘᲣのᨈ内死亡ྙはトータルで2.4%でした。
2020年度に亡くなられた2例は、来ᨈ時に心Ꮝ停
止、あるいはショックཞ態であった90代の方と80
代の方で、ᘉᘍ再建はᘍったものの全៲ཞ態の改善
が得られなかったものでした。
ၐ例でも救命し日常ဃに戻っていただけるよう、
今後もᚮၲ技ᘐの向上に努めます。

急性心ሂ梗塞のၐ度別死亡ྙ

待機ႎPTCA後の24時᧓以内のᨈ内死亡ྙ

分子Ჴ24 時᧓以内のᨈ内死亡患ᎍ

分母Ჴ待期ႎPTCAを受けた患ᎍ数

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0.00%

0% 1% 2% 3% 4% 5%
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分子Ჴᡚᨈした患ᎍの᠃帰が死亡であった患ᎍ数

分母Ჴᡚᨈした患ᎍのうち急性心ሂ梗塞が主၏名である患ᎍዮ数

ၐ度1Ჴ人工呼吸器ᲢᲧᲣ、大動ᏦバルーンパンピングඥᲢᲧᲣ、ኺႝႎ心Ꮝᙀ助ඥᲢᲧᲣ

ၐ度2Ჴ人工呼吸器ᲢᲥᲣ、大動ᏦバルーンパンピングඥᲢᲧᲣ、ኺႝႎ心Ꮝᙀ助ඥᲢᲧᲣ

ၐ度3Ჴ大動ᏦバルーンパンピングඥᲢᲥᲣ

ၐ度4Ჴኺႝႎ心Ꮝᙀ助ඥᲢᲥᲣ
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100.0%
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25.0%

25.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.7%
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㔜症度1

㔜症度2

㔜症度3

㔜症度4

0/40
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0/40

0/1

0/4

2/2

1/3

1/37

0/1

2/2
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0/20.0%

ᛆ当患ᎍなし

ᛆ当患ᎍなし

ᛆ当患ᎍなし

1/6

0/1

2/4
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急性心ሂ梗塞のᚮ断早期に抗ᘉ小板剤アスピリンを
投与することは、標แႎなၲとして推奨されてい
ます。ただし昨今では、᭗ᱫであったりもともと心
房ኬ動があって抗凝固ᕤを内服中であったりする方
などに対しては、出ᘉ性合併ၐをถらすႸႎで最初
に投与する抗ᘉ小板剤を2剤ではなく1剤に控える
方がᑣいというᎋえ方も広まりつつあります。20
20年度に投与していなかったၐ例のうち1例は、そ
のようなᎋえ方のもとにアスピリン投与をあえてᘍ
わなかった方でした。もう1例は心Ꮝ停止で来ᨈさ
れてႺちに挿ሥしዬ急のインターベンションをᘍっ
た方でした。

急性心ሂ梗塞の入ᨈ患ᎍ全体での2020年度の平均
在ᨈ日数は、10.7日と2019年度よりもჺしまし
た。しかし、在ᨈ日数の中央値は10日᧓、全体の
80Ჟのၐ例では2ᡵ᧓以内にᡚᨈされているという
数値は2019年度とほぼ同じでした。これは30日以
上のᧈ期入ᨈをᙲした方がおられなかったことが、
ჺの原因とᎋえられます。早期ᩉ床、早期リハビ
リテーションといった取りኵみは今後もዒዓしてᘍ
い、ᧈ期入ᨈの予᧸や入ᨈに伴うADLの低下の予᧸
にጟげつつ、再ႆを予᧸するための十分なリハビリ
テーションプログラムの実施もᙲです。今後も入
ᨈ期᧓と予後改善への取りኵみとのバランスは保っ
ていきたいとᎋえています。

冠動Ꮶバイパスᘐ、弁ᐏၐ、Ꮯᢿ大動Ꮶ人工ᘉሥፗ
換ᘐなどの心ᘐ後のᘐ後在ᨈ日数は、手ᘐ手技や
ᘐ後ሥྸなど᭗度医ၲ全ᑍを反映する指標とᎋえら
れます。

急性心ሂ梗塞患ᎍにおける入ᨈ当日もしくは፻日のアスピリン投与ྙ

急性心ሂ梗塞の平均在ᨈ日数

心ᘐを受けた患ᎍの平均ᘐ後在ᨈ日数

分子Ჴ入ᨈ当日もしくは፻日にアスピリンが処方されていた

患ᎍ数

分母Ჴ急性心ሂ梗塞で入ᨈした患ᎍ数

分子Ჴဃ存ᡚᨈした急性心ሂ梗塞患ᎍの在ᨈ日数のዮ和

分母Ჴဃ存ᡚᨈした急性心ሂ梗塞患ᎍのዮ数

分子Ჴ対ᝋのᘐ後在ᨈのべ日数

分母Ჴ心ᘐを受けた患ᎍの数

※同一入ᨈ期᧓内の再Ꮯ止ᘉᘐはᨊく。

※2018年度、2019年度の数値にᛚりがあったので今回修正した。

95.1%

95.8%

100.0%

98.0%

95.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

10.7日

13.3日

12.4日

12.3日

15.4日

0日 10日 20日 30日 40日 50日

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

24.9日

27.5日

22.1日

19.8日

17.2日
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2011年᳸2019年度は死亡ྙ0Ჟでしたが、2020
年度は᭗度心機Ꮱ低下のお一人が亡くなられました。

Ꮯでの大動Ꮶ弁手ᘐは9例でしたが、そのうち6例
は他の弁や冠動Ꮶバイパスᘐなどとの合併手ᘐでし
た。ኺカテーテルႎ大動Ꮶ弁ፗ換ᘐᲢTAVIᲣは22
例ᘍわれました。

Ꮯでの僧帽弁手ᘐは17例でしたが、そのうち15
例は他の弁や冠動Ꮶバイパスᘐなどとの合併手ᘐで
した。

単僧帽弁手ᘐにおける手ᘐ死亡ྙ

初回待機ႎ単冠動Ꮶバイパスᘐにおける手ᘐ死亡ྙ

単大動Ꮶ弁手ᘐにおける手ᘐ死亡ྙ

分子Ჴᘐ後30日以内の死亡数

分母Ჴ手ᘐၐ例数

分子Ჴᘐ後30日以内の死亡数

分母Ჴ手ᘐၐ例数
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分子Ჴᘐ後30日以内の死亡数

分母Ჴ手ᘐၐ例数
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クリニカルパスにより、ᘐ前抗ᓏᕤはᢘ正なタイミ
ングに投与できるよう努めています。

ᘐ前に予定した手ᘐがスムーズに実施できたのかど
うかをᅆすものとしてᙲな指標です。
ただし、実ᨥに手ᘐをᘍってみないと判断できない
၏ཞもあり、手ᘐ前に手ᘐにかかる時᧓を正ᄩに判
断することは医師にとってもᩊしい場合があるため、
すべてのၐ例で予定時᧓内に手ᘐをኳ了することは
できません。

手ᘐ時᧓が予定より延ᧈした患ᎍの割合

ཎ定ᘐ式における手ᘐ始前1時᧓以内の予᧸ႎ抗ᓏᕤ投与ྙ

94.0%

85.7%

77.2%

75.7%

85.4%

84.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考値

2020年度

2019年度

2018年度
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2016年度

参考値䠖日本病㝔会.2020年度QI䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄QI推㐍事業䠅結果報告

7.0%

9.4%

11.4%

13.1%

13.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年度
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分子Ჴ手ᘐ始前1時᧓以内に予᧸ႎ抗ᓏᕤが投与始された

手ᘐ件数

分母Ჴཎ定ᘐ式の手ᘐ件数 Ტ冠動Ꮶバイパス手ᘐ、その他の

心ᐥ手ᘐ、Ꮒ᧙ራ人工ᭌ᪽ፗ換ᘐ、ᐐ᧙ራፗ換ᘐ、ᘉሥ

手ᘐ、大ᐂ手ᘐ、子宮全摘ᨊᘐᲣ

分子Ჴ手ᘐ所ᙲ時᧓がဎᡂ時の手ᘐ予定時᧓よりᧈい場合の件数

分母Ჴ手ᘐ実施件数

※予定手ᘐであっても手ᘐ時᧓が未入力のものはᨊく。
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上のグラフは、当ᨈでの手ᘐኳ了24時᧓以内に再手
ᘐが必ᙲになったྙ、下のグラフは入ᨈ中に再手ᘐ
が必ᙲになったྙをᅆしています。
手ᘐはできれば受けたくないものですが、手ᘐをし
なければらない၏ൢがあるように、手ᘐ後の合併
ၐに対しても、正しくၲするためには手ᘐが必ᙲ
になる場合があります。ᘐ後の合併ၐがおこる危ᨖ
性は、ᘐ前の၏ཞ・全៲ཞ態や初回手ᘐのᩊ易度な
どによってもီなりますが、できるかぎり合併ၐを
なくすよう検ᚰしていくための指標として、再手ᘐ
Ტ24時᧓以内、入ᨈ中Უをモニターしています。

ᐃᏸᦟ手ᘐは、ᘐ後の創ၘが少なく、ᘐ後回復が早
い手ᘐ方ඥです。急性Ꮠのう໒に対してもᐃᏸᦟ手
ᘐが可Ꮱなことは多いのですが、໒ၐが᩼常に強い
場合にはൿしてྸはせず安全をᙻして、៩៨せ
ずᐃ手ᘐに変更する方ᤆで手ᘐをᘍっています。
2020年度は受ᚮ控えのためか、໒ၐの強いၐ例が
多い傾向にありました。

ᐃᏸᦟからᐃᘐにᆆᘍしたᏐ嚢摘出ᘐの割合

24時᧓以内の再手ᘐྙᲩ入ᨈ中のዬ急再手ᘐྙ

分子Ჴᐃ手ᘐにᆆᘍした手ᘐ患ᎍ数

分母Ჴᐃᏸᦟ下Ꮠ嚢摘出ᘐで手ᘐをした患ᎍ数

分子Ჴ24時᧓以内の再手ᘐ患ᎍ数

分母Ჴ手ᘐ実施患ᎍ数

分子Ჴ入ᨈ中で2回Ⴘ以ᨀの手ᘐがዬ急手ᘐを含む患ᎍ数

Ტ=ዬ急の再手ᘐをᘍった患ᎍ数Უ

分母Ჴ入ᨈ手ᘐ患ᎍ数

24時᧓以内の再手ᘐྙ

入ᨈ中のዬ急再手ᘐྙ
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ICG検査はᏁᐥの予備Ꮱをย定する検査のひとつで
す。当ᅹでは安全なᏁ切ᨊのためにICG検査を原則
施ᘍし、ᘐ式のൿ定に役ᇌてています。
ただし、ごく小さなᏽၨでᏁᐥを大きく切ᨊしない
ですむ場合はႾဦすることもあります。

Ꮝ塞栓ၐとは周ᘐ期の合併ၐのひとつであり、いっ
たんႆၐするとဃ命にかかわることがあります。
当ᅹでは患ᎍさんのཞ態にもよりますが、中リスク
以上のၐ例では、弾性ストッキング、᧓歇ႎᆰൢ加
圧ඥ、ヘパリン投与などの予᧸ሊを原則ᘍいます。
幸いᏍ塞栓ၐのႆၐはありませんが、安全な手ᘐの
ために予᧸対ሊྙのさらなる向上をႸ指します。

Ꮝ塞栓ၐは周ᘐ期の合併ၐのひとつであり、いった
んႆၐするとဃ命にかかわることがあります。
当ᅹでは、患ᎍさんのཞ態にもよりますが早期ᩉ床
をすすめ、中リスク以上と判断されるすべてのၐ例
で原則予᧸ሊをᘍっています。
ᢅ去4年、Ꮝ塞栓ၐのႆၐはありません。

Ꮑ切ᨊ時のICG実施ྙ

Ꮝ塞栓予᧸対ሊ実施ྙ

Ꮝ塞栓ႆၐྙ

66.7%

83.3%

71.4%

76.2%
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0.0日
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0.0日

0日 10日 20日 30日 40日 50日

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

分子Ჴ入ᨈ中にႆၐしたᏍ塞栓ၐの患ᎍ数

分母Ჴෞ化器外ᅹᡚᨈ患ᎍ数Ტ᠃ᅹ含むᲣ

分子ᲴᏁ切ᨊ時のICG検査実施件数

分母ᲴᏁ切患ᎍ数

分子Ჴ分母のうち、「Ꮝᘉ栓塞栓ၐ予᧸ሥྸ料Ტ弾性ストッキングまた

は᧓歇ႎᆰൢ圧ᡐᘺፗをဇいたᚘဒႎな医学ሥྸをᘍった場合に

入ᨈ中1回にᨂるᲣ」がም定されている、あるいは抗凝固ᕤが処

方された患ᎍ数

分母ᲴᏍᘉ栓塞栓ၐႆၐのリスクレベルが「中」以上の手ᘐを施ᘍした
ᡚᨈ患ᎍ数Ტリスクレベルが「中」以上の手ᘐは『Ꮝᘉ栓塞栓
ၐ/ขᢿ᩺Ꮶᘉ栓ၐᲢ᩺Ꮶᘉ栓塞栓ၐᲣの予᧸ガイドライン』に

แじて抽出Უ
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95.6%

87.0%
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Ꮞがん手ᘐは、ෞ化器外ᅹにおける᫁度の᭗い手ᘐ
で、その平均在ᨈ日数は標แႎな外ᅹ医ၲの指標の
ひとつとᎋえられています。ᡈ年、ෞ化器がん手ᘐ
後の在ᨈ日数がჺくなってきた大きな原因のひとつ
は、ᐃᏸᦟ手ᘐによりᘐ後の回復が早くなったこと
によります。ᐃᏸᦟ下Ꮞ切ᨊᘐは早期Ꮞがんを中心
に施ᘍされてきましたが、ᡈ年ではᡶᘍᏎがんにも
ᢘ応を広げています。

乳がんၲについてはᨼ学ႎၲがᙲであり、ᘐ
式ᢠ択もがんの大きさや広がり、乳房内のᏽၨの位
ፗだけでなく、ኵጢ型や乳がん፝患危ᨖ因子もᎋ慮
されます。当ᨈでは、包括ႎに乳がんに፝患されて
いるཞ態をᚸ価し、ᘐ前またはᘐ後の化学ၲඥᲢ抗
がん剤ၲᲣやホルモンၲඥなどの全៲ၲと手ᘐ
や放射ዴၲඥといった局所ၲඥをኵみ合わせること
によって乳がんの根と整容性を両ᇌさせることを
基本方ᤆとしています。ၲのᢠ択Ꮓを提ᅆし、ご
本人の意思を尊する方ඥでၲ方ᤆをൿ定してい
きます。ᘐ式についても同様に、ภ存手ᘐが可Ꮱと
判断した場合でも、ご本人が希望されၲとして問
᫆がなければ乳房全切ᨊᘐをᘍう場合もあれば、ᘐ
前ၲにてがんを小し乳房ภ存手ᘐをᘍえる境
をႸ指してၲすることもあります。2020年度は
新型コロナウイルス感染ၐ්ᘍ拡大の影᪪か、ᡫ年
より乳房ᢿ分切ᨊᘐを実施する割合が少なかったで
す。

Ꮞがん手ᘐ後平均在ᨈ日数

乳がん患ᎍの乳房ᢿ分切ᨊᘐ割合

分子Ჴ乳房ภ存手ᘐ件数

分母Ჴ乳房手ᘐ実施件数
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分子Ჴ対ᝋၐ例のᘐ後在ᨈ日数のዮ和

分母ᲴᏎがん手ᘐၐ例数ᲢGIST含まずᲣ
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日本ᡢ析医学会のガイドラインにおいて、成人のᘉ
෩ᡢ析患ᎍさんのႸ標᳂b値は10᳸12g/dLとされ
ています。当ᨈではさまざまなᆔのၲᕤをဇい
てႸ標値をዜ持し、᳂b値の変動が少ないようにሥ
ྸすることに努めています。

᭗性Ꮱダイアライザの使ဇ、ᘉ්やᡢ析時᧓のᢘ
正化により、ᡢ析効ྙの᭗効ྙ化をႸ指しています。
当ᨈではKt/Vの改善だけでなく、患ᎍさんの個々
のご၏ཞに応じて、ご本人に最ᢘなᡢ析になるよう
に努力しています。

ዜ持ᘉ෩ᡢ析患ᎍのᝢᘉコントロール
　Hb値が10᳸12᳡/dLのር囲内であることをᢋ成している患ᎍの割合

ዜ持ᘉ෩ᡢ析ᡫᨈ患ᎍのᡢ析効ྙ

分子ᲴKt/Vの値が1.2以上の患ᎍ数

分母Ჴዜ持ᡢ析ᡫᨈ患ᎍ数

70.9%

75.5%

78.3%

75.5%

67.2%

60% 65% 70% 75% 80%
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2016年度

88.7%

88.3%

87.7%

86.1%

84.4%
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2016年度

分子Ჴヘモグロビン検査値が10᳸12g/dLをᢋ成している患ᎍ数

分母Ჴዜ持ᡢ析患ᎍ数
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Ꮝ໒はၲのタイミングをᡜすと死にᐱることもあ
るため、ᢘ切なᚮ断とၲがᙲです。Ꮝ໒による
死亡ྙはその၏ᨈの内ᅹႎၲの効果をยるよい指
標となります。

入ᨈまでの処方や服ᕤཞඞについての情報をかかり
つけᕤ局から引きዒぎ、入ᨈ中は၏ᨈᕤ剤師がᕤの
効果や副作ဇがないかのᄩᛐ、また服ဇに᧙するႻ
ᛩやᛟ明をᘍっています。
そしてᡚᨈ後は、かかりつけᕤ局へ患ᎍさんのおᕤ
の情報がつながるよう取りኵんでいます。

入ᨈ患ᎍさんが安心してᡚᨈしていただくために、
これからも充実したリハビリテーションを提供し
ていきます。

Ꮝ໒患ᎍの死亡ྙ

入ᨈ患ᎍにおけるリハビリテーション実施ྙ

入ᨈ患ᎍのうち服ᕤ指導を受けたᎍの割合

分子Ჴリハビリテーション実施患ᎍ件数

分母Ჴのべ入ᨈ患ᎍ数

分子Ჴ入ᨈ中に服ᕤ指導Ტᡚᨈ時指導も含むᲣをᘍった患ᎍ数

分母Ჴᡚᨈ数ᲢNICUや分娩Ⴘႎ入ᨈはᨊ外しているᲣ

分子Ჴ市中Ꮝ໒で死亡した患ᎍ数

分母Ჴ18歳以上で主၏名が市中Ꮝ໒で入ᨈした患ᎍ数

4.8%

6.2%

4.8%

11.3%

7.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

73.0%

72.8%

74.4%
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67.7%
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23.6%
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2020年度はCOVID-19の影᪪でဃྸ検査の実施に
制ᨂがかかる中でしたが、2019年度の指標をዜ持
しᐮ床側へのᡮやかなኽ果報告をᘍうことができま
した。今後もこの指標をဇいてዒዓႎなᚸ価をし、
ᚮ断にᝡྂしていきます。

今後も本指標の向上に努め、ᐮ床ྵ場にᝡྂしてい
きます。

ဃྸ機Ꮱ検査レポート作成に24時᧓以上かかった件数の割合

ෞ化ሥဃ検検査ኽ果が48時᧓以内に報告された件数の割合

分子Ჴ24時᧓以内に作成されなかったဃྸ検査レポート件数

分母Ჴဃྸ検査実施件数

分子Ჴ48時᧓以内報告件数

分母Ჴዮ実施件数

※ᚘย期᧓内に、休日・ᅔ日はᚘยに含まず。

49.6%

49.9%

49.8%

49.7%

48.9%
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コンタミネーションはᘉ෩培採取のᨥ、ෞ不ឱ
によるᩃᓏによる൲染のもので、感染ၐᚮ断のឋを
向上させるためには低ྙをዜ持することがᙲです。
2Ჟ以下の数値をዜ持できていることは、採ᘉ手技
やෞがᢘ切にᘍわれていることを意味します。

ᘉ෩培を正しく実施するためには2セット以上採
取することが必ᙲです。ᓏの検出感度が上がり、検
出ྙは20Ჟ上がるとᚕわれています。ឪ因ᓏを検
出するためにᙐ数セットの採取を推ᡶしています。
2020年度も90Ჟ以上の᭗い採取ྙをዜ持できて
います。

ᘉ෩培検査のコンタミネーションྙ

同一日のᘉ෩培ボトルがᙐ数セット採取された割合

分子Ჴコンタミ対ᝋᓏが2セット中1セットのみᨗ性になった数

分母Ჴᘉ෩培検査Ტ小児ᅹᨊくᲣで同日にᙐ数セット採取された数

分子Ჴ同一日のᘉ෩培検査でᙐ数セット採取された数

分母Ჴᘉ෩培検査Ტ小児ᅹᨊくᲣが採取された数

1.7%

1.0%

0.6%

1.2%

1.3%
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ᘉᙌ剤は善意のྂᘉから提供されたものであり、
ᬛにすることなく正しく有効ဇするように心
がけています。当ᨈでは、心ᐥᘉሥ外ᅹのዬ急手
ᘐが多く、未使ဇ分の廃棄ྙが᭗くなりがちです
が、ᘉ෩ᙌ剤の一元ሥྸ、ᘉၲඥ委員会でのᢘ
正使ဇの取りኵみをᘍっています。2020年度は
やや廃棄ྙが᭗い傾向となりました。

ᘉᙌ剤の使ဇは、凝固因子のᙀ充をႸႎとし、循
ᘉᙀ充やタンパクเとしての栄ᙀዅに使ဇ
することはᢤけなければなりません。低ᖨႉᘉၐに
対して使ဇされるアルブミンᙌ剤も、材料はᝮな
ᘉ෩でありᢘ正な使ဇඥを守ることが必ᙲで、栄
ᙀዅႸႎや末期患ᎍへの投与はᢤけるように厚ဃ労
働Ⴞは൭めています。これらのᙌ剤がᢘ正に使ဇさ
れるように、ᘉၲඥ委員会がᨈ内使ဇཞඞをモニ
ターし、ᨈ内啓ᔎに努めています。

ᘉᙌ剤廃棄ྙ

ᘉ෩ᙌ剤ᢘ正使ဇᚸ価指標

分子Ჴហᘉྶᙌ剤ᄊ棄(U) 

分母Ჴហᘉྶᙌ剤ទ入(U)

分子/分母Ჴアルブミンᙌ剤/ហᘉྶᙌ剤使ဇ

分子/分母Ჴᘉᙌ剤/ហᘉྶᙌ剤使ဇ

10.63%

5.13%

7.01%

4.80%

6.91%
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中心᩺Ꮶカテーテル᧙ᡲᘉ්感染のႆဃ件数は0件
でした。ᢘ切なሥྸと早期抜去がᘍえていると
ᎋえます。

ᡚᨈサマリーは、入ᨈ中にᘍわれた医ၲ内容がᙲኖ
されてᚡされたものです。医ၲの基本情報である
ᡚᨈサマリーを一定期᧓内に作成することは、医ၲ
のឋの᭗さをᘙしています。
100Ჟの完成ྙをႸ標に今後も努めます。

　

当ᨈはそれぞれに専ᧉ性を持ったᡈᨩ၏ᨈと協力し
て循器救急を中心に救急の受け入れをᘍってい
ます。今後も地域における当ᨈの役割を果たすべく、
救急対応に努めていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ICUにおけるカテーテル᧙ᡲᘉ්感染サーベイランスᲢNHSNᲣ

救急受入台数

2ᡵ᧓以内のᡚᨈサマリー完成ྙ

0.00

0.00

0.00

1.03

1.01

0 10 20 30 40 50

2020年度

2019年度

2018年度

2017年度

2016年度

参考値䠖聖㊰加国㝿病㝔 Quality Indicator 2011 䠄2010年䝕䞊䝍䠅

分子Ჴᚡ᠍医師が2ᡵ᧓以内にサマリー入力を完成した件数

分母Ჴᡚᨈ患ᎍ数
※分母・分子には᠃ᅹを含む。

分子Ჴ感染数

分母Ჴ中心᩺Ꮶカテーテル使ဇのべ患ᎍ数

単位Ჴ1,000device days

99.4%

98.4%

98.7%

97.9%

99.1%
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※2016年度まではᨈ内全体の数値。

2017年度以ᨀは、ICUのみの数値に変更。
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当ᨈの入ᨈ患ᎍさんの᠃ᓳ᠃倒ႆဃྙは4.44%でし
た。2016年度からႆဃྙが増加したのは、ዼ和ケ
ア၏棟が新たにスタートしたことで、᠃倒᠃ᓳのリ
スクの᭗い患ᎍ数が増えたことによるものです。
医ၲ安全推ᡶ委員会が中心となって、᠃倒᠃ᓳ᧸止
のための機器Ტマット型ᩉ床センサーなどᲣを導入
するなど、さらに患ᎍさんの安全に対する取りኵみ
を強化しています。

単位䠖件数 インシデント・アクシデントレポート報告件数は、
必ずしも実ᨥのႆဃ数を反映しているとはᨂらず、
むしろ、報告件数の多さが医ၲ従事ᎍの安全への意
ᜤの᭗さをᅆしているといわれています。
各ᢿፙにおいて、できるᨂりれなくインシデント
・アクシデント例を報告するようዒዓႎに取りኵみ
をዓけており、日々のᚮၲの中にひそむ危ᨖ性を明
らかにして対ሊをᜒじるための体制をとっています。

単位䠖件数

入ᨈ患ᎍの᠃ᓳ᠃倒ႆဃྙ・損傷ႆဃྙ

インシデント・アクシデントレポート件数

ႆဃྙ

分子Ჴ入ᨈ中の᠃倒᠃ᓳ件数

分母Ჴ入ᨈのべ患ᎍ数

損傷ྙ

分子Ჴ入ᨈ中の᠃倒᠃ᓳアクシデント件数

分母Ჴ入ᨈのべ患ᎍ数

インシデント・アクシデント別

ᢿፙ別

40 77

看ㆤ㒊

0.07%

0.05%

0.04%

0.04%

0.05%

4.44%

4.39%

3.96%

4.17%

4.53%
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ᙙၫのႆဃを予᧸することは、患ᎍのQOLの低下や
ၷ期᧓のᧈ期化を᧸ぎます。そのኽ果、在ᨈ日数
のჺや医ၲᝲの抑制にもつながります。

2020年度はᡞኰ介ྙがᒉ干ถ少しましたが、ኰ介
50Ჟ・ᡞኰ介70Ჟという地域医ၲ支援၏ᨈと同ᆉ
度の൦แはዜ持しています。これは地域の医ၲ機᧙
とᡲ携してᢘ切な医ၲをᘍっている指標の一つとい
えます。᭗ᱫᅈ会で᭗まる医ၲニーズに応えられる
よう引きዓき取りኵんでいきます。

ᙙၫႆဃྙ

ኰ介ྙ・ᡞኰ介ྙ

分子Ჴ分母対ᝋ患ᎍのうち、d2以上のᙙၫのᨈ内新ᙹႆဃ患ᎍ数

分母Ჴ入ᨈのべ患ᎍ数

分子Ჴኰ介初ᚮ患ᎍ数

分母Ჴ初ᚮም定患ᎍ数

分子Ჴᡞኰ介患ᎍ数

分母Ჴ初ᚮም定患ᎍ数

ኰ介ྙ

ᡞኰ介ྙ
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2019年度にൔべ感ᜓの投書は増加し、ᒊ情の投書
はถ少しました。すべての意ᙸはᨈ内で共有し、ཎ
にᒊ情についてはჇ摯に受け止め、改善に向けて努
力いたします。

年、入ᨈ・外来患ᎍさんにアンケートᛦ査をᘍい、
၏ᨈに対するᚸ価と受けとめています。
今後も、᭗度であたたかい医ၲを提供できるよう医
ၲのឋの向上に努めます。

意ᙸረ投書中に占める感ᜓとᒊ情の割合

患ᎍឱ度ᛦ査　外来または入ᨈ

分子Ჴ「ឱ」「ややឱ」と回ሉした患ᎍ数

分母Ჴ外来患ᎍឱ度ᛦ査中「ዮ合ႎなᚸ価」回ሉ患ᎍ数

分子Ჴ「ឱ」「ややឱ」と回ሉした患ᎍ数

分母Ჴ入ᨈ患ᎍឱ度ᛦ査中「ዮ合ႎなᚸ価」回ሉ患ᎍ数

患ᎍឱ度ᛦ査 外来

患ᎍឱ度ᛦ査 入ᨈ

感ᜓ

分子Ჴ感ᜓཞ件数

分母Ჴご意ᙸረに寄せられた件数

ᒊ情

分子Ჴᒊ情件数

分母Ჴご意ᙸረに寄せられた件数

59.6%

34.1%

44.6%

37.3%

41.8%

23.5%
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30.4%

44.3%

33.6%
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当ᨈの健ᚮ受ᚮྙは100Ჟで全Ꮀ員が健ᚮを受ᚮし
ています。၏ᨈᎰ員の健康についてはᐯ己ሥྸをᘍ
うことが൭められており、ཎにႺ接患ᎍさんと接す
る機会の多いᎰᆔでは、定期ႎに健康ᚮ断を受ける
ことがᙲです。

アレルギーや体ᛦに問᫆のないᨂり、希望ᎍには全
員実施しています。

Ꮀ員の健ᚮ受ᚮྙ

Ꮀ員のインフルエンザワクチン予᧸接ᆔྙ

分子Ჴ健ᚮ受ᚮᎍ数

分母Ჴ健ᚮ対ᝋᎰ員数

分子Ჴ当ᨈでのインフルエンザワクチン予᧸接ᆔᎍ数

分母ᲴᎰ員数
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100.0%
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当ᨈは敷地内ᅠであり、受動喫をさせない境
作りを心がけています。

            

Ꮀ員の᩼喫ྙ

分子Ჴ᩼喫ᎍ数

分母ᲴᎰ員数

ဏ女別

分子Ჴ᩼喫ᎍ数

分母ᲴᎰ員数
参考値䠖厚生労働省 平成26年 国民健康䞉栄㣴ㄪ査結果䛾概せ

喫煙䛾状況
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89.6%
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参考値

2021年
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参考値䠖厚生労働省䠊令和元年 国民健康䞉栄㣴ㄪ査結果䛾概せ

喫煙䛾状況

※回ሉྙᲴ78.6ᲟᲢ対ᝋᎍ521人中410人が回ሉᲣ
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93.7%
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83.0%
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参考値䠖厚生労働省䠊令和元年 国民健康䞉栄㣴ㄪ査結果䛾概せ

喫煙䛾状況
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2019年

男性
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男性

女性
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男性

女性

参考値

男性

女性
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医業利Ⴉྙは、医業収Ⴉに対する損Ⴉの割合をᘙす
もので、၏ᨈの収Ⴉ性・採ም性を分析するᨥにဇい
られる指標です。当ᨈの2020年度の医業利Ⴉྙは
ᴈ18.71Ჟと᩼常に厳しいኽ果となりました。新型
コロナウイルス感染ၐの්ᘍ拡大に伴う၏床利ဇྙ
の大幅な低下の影᪪とᎋえられます。
新型コロナウイルス感染ၐ患ᎍさんの入ᨈ対応など
に対するᙀ助により၏ᨈ収支は᱅字をᄩ保しまし
たが、၏ᨈを存ዓさせ、ឋの᭗い医ၲをዒዓႎに提
供するᝲဇをᄩ保するために、今後もኺ営เの効
果ႎなဇに向け努めます。

京ᣃ府Ⴣᜱ協会の「2020年၏ᨈにおけるჃᜱᎰ員
ᩔዅཞඞᛦ査」によると、正ᅈ員のᩉᎰྙは、10.
7Ჟでした。子Ꮛて支援・勤務体制・教Ꮛ体制など
労働境改善への取りኵみをᘍっているため、平均
より低い数値となったとᎋえます。

京ᣃ府Ⴣᜱ協会の「2020年၏ᨈにおけるჃᜱᎰ員
ᩔዅཞඞᛦ査」によると、新入正ᅈ員のᩉᎰྙは7.
1Ჟでした。新人教Ꮛにおいては当ᨈᐯの教Ꮛ体
制をとっているため、京ᣃ府の新入正ᅈ員ᩉᎰྙと
同ሁのᩉᎰྙに抑えられたとᎋえます。

医業利Ⴉྙ

Ⴣᜱ師のᩉᎰྙ

分子Ჴ医業収Ⴉ-医ၲᝲဇ

分母Ჴ医業収Ⴉ

分子ᲴჃᜱᎰ員ᡚᎰᎍ数

分母Ჴ平均ჃᜱᎰ員数×100Ტ小数ໜᇹᲬ位を四捨五入Უ

Ⴣᜱ師・助င師・准Ⴣᜱ師の正ᅈ員ᩉᎰྙ

分子Ჴ新人ჃᜱᎰ員ᡚᎰᎍ数

分母Ჴ新人ჃᜱᎰ員採ဇᎍ数×100Ტ小数ໜᇹᲬ位を四捨五入Უ

Ⴣᜱ師・助င師の新人正ᅈ員ᩉᎰྙ
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※2018年度、2019年度の数値にᛚりがあったため今回修正した。

参考値䠖京㒔府看ㆤ協会. 2020年病㝔䛻䛚䛡䜛看ㆤ職員㟂給状況ㄪ査

参考値䠖京㒔府看ㆤ協会. 2020年病㝔䛻䛚䛡䜛看ㆤ職員㟂給状況ㄪ査
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